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中期計画とPDCA実践を支援

水 道

1.はじめに

近年、気候変卯Nこ伴う局地的大雨や大型台風襲来による集中染雨
など時1削雨皐100叫をj超える降雨力ゞ全国各地で歩頁発しており、下水
道の言十画,児模千呈度である1侍間雨最50叩】以上の姪時間強雨の発生回
数も約30年前の約1.4倍に増加している。平成25年には、約1割の観
測所で観測史上1位のf1肘閉雨蹴を二己録し、今後、気候変動によりさら
に頻発化・i敷甚化すること力ゞ懸念されている。
2.これからの浸水対策計画

温1暖化のヨ隹行による極゛揣な雨の降りカカゞ現ワでに起きており、この
ような状況を「新たなステージ」と捉え、これからの浸水対策言十画
は、「避打てと染1+U 「ヒト,モノ・カネの1寺紗ι可存三な一体管理」を意識
した背h画策定とともに、山助とソフト対策を組み合わせた「浸水被
害の「良U、化」への取糸且みを一層ぢ金化していく必要力'ある。さらに、
既存の施設"芹侵や観測忙斧長等を蓄謬1・分析した上で、 1CTやシミ
ユレーシヨンチ支術の導入により、既存ストックを十分に活用した、ド

水週施設の述用改善を図り、さらなる都市浸水対策機能の向1・.を目
指司、必、要力ゞある。

3.当社におけるj墨水対策言十画設言十の事伊」
璞絲上では、則匝艾拔況のn校しい中、より玉力果的かつ効耶汀肉な個別の
浸水対策言十画の立案はもとより、全1・1j的な那業突施をより言十画的に
1誓進するための取り糸且みを,是案している。
①分体的な整備ソゴ針の策定

これまでの浸水ネ皮害の発生X犬況、没水対策事業の実施メ犬況、市民
智;からの要望を総合的に言平価し、整備の優ク16度の高い整備促進エリ
アを設定するとともに、整備促進エリアの有無や浸水想定面研、重
要施設の盲無等をもとに男剛く区のランク表を作成し、優先度の高い
ぢf水区からf斐階的・謝'画的に鞭備を行っていくための搾イ鮪方針を策
定する。

鴫)1曼水対策基轟靖十1画の策定

対策優先度の周し■'水区において最新の計画や設計資料をもと
に、対策箇河〒ことの施設規キ典、整備効果、突現性(施下性)等の観
点から、その妥当性を評価し、浸水対策基本言十画を策定する。
③中1切計'画の策定

個別の村bK区ことの浸水対策亊寺での中業夫力極スケジュールを調
整し、全市的な中業賓の斗Zi佐化を図りつつ中期言十画を策定する。
④定期的な計画見直し

定期的に搾備状況と浸7K発生状況をもとに整備効果を酬露忍・整理
して轆備促3隹エリアを見直すとともに、中期舌卜画を見直し、継続し
て寸{業をJ佐進していく。

4.おわり{こ

今後は、気候変動や人口減少等のネ土会令号勢の変化に兄ヌじたPDC
<サイクルによる哥i業ワ討腫を,隹進するとともに、10onⅧ/h安,0プラ
ン制度鷄1の活用など、行ラ町村およぴ河川管理者と協働・連携した総
合的な計画策定も重要である。
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